
                            

                             

                            

                             

一
般
社
団
法
人
浪
速
工
業
会
・都
島
ク
ラ
ブ
の

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

３
年
ぶ
り
と
な
る
総
会
を
右
記
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は
開
催
場
所
が
変
わ

り
、
日
比
谷
駅
・有
楽
町
駅
よ
り
便
利
な
帝
劇

ビ
ル
の
地
下
２
階
に
あ
る
神
戸
大
学
東
京
六
甲

ク
ラ
ブ
に
て
総
会
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
懇
親

会
も
こ
れ
ま
で
の
立
食
形
式
で
は
な
く
、
着
座
し

て
会
席
料
理
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
懇
親
会
会

費
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
の
で
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。 

お
申
し
込
み
・問
合
せ 

事
務
局
・馬
江
ま
で 

Ｅ
メ
ー
ル 

： har1942um
ae@

iris.ocn.ne.jp 

Ｍ－ＮＥＷＳ（１） 

総
会
開
催
後
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
が
、

Ｍ
４
１
年
卒
・
米
田 

博
美
氏
を
講
師
と
し
て

講
演
を
お
願
い
し
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
『
ス
ペ

イ
ン
語
と
ス
ペ
イ
ン
文
化
・
歴
史
の
魅
力
』
で

す
。
第
８
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
に
て
講
師
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
が

延
期
し
て
い
ま
し
た
が
、
ご
本
人
の
了
解
を
得

て
総
会
後
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

米
田
博
美
氏
の
略
歴
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。 

事 務 局  馬江 治喜 
〒234-0056 

横浜市港南区野庭町696-6 

TEL045-841-8885 

E-mail har1942umae@iris.ocn.ne.jp 

◆Ｍ・機械 77 名、ＭＥ・機械電気 22 名◆Ａ・建築 72 名◆Ｅ・電気・電子工学 136 名◆Ｃ・土木・都市工学 30 名◆ＣＩ・工業化学・理数43 名◆Ｌ・普通 11 名◆工専 7 名 

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ・現在会員数 ◆ 合計 398 名 

都島クラブ代表（CI40） 

菅家 亘通 
64 

2023 年（令和5 年）2 月 第64 号 

令和 4 年度 

総会のご案内 

●日時 2023 年5 月20 日（土） 13 時から 16 時 

●場所 神戸大学東京六甲クラブ 

東京都千代田区丸の内3-1-1 

帝劇ビル地下2 階 

TEL 03-3211-2916 

●親睦会会費 5,000 円（女性会員は 3,000 円） 

新規卒業の会員は無料！ 

●申込 同封の返信ハガキ又は E メールにて 

4 月5 日までに事務局までお申込み下さい。 

都
島
ク
ラ
ブ
事
務
局
よ
り 

米田 博美氏（M41）略歴 

昭和４１年 (1966) 大阪市立都島工業高等学校 機械科卒業 

昭和４６年 (1971) 天理大学外国語学部イスパニア学科卒業 

昭和４７年 (1972) マドリッド・コンプルテンセ大学文哲学部留学   

昭和５５年 (1980) 青山学院大学経済学部第Ⅱ部経済学科卒業 

昭和４９年 (1974～2014) 在日メキシコ大使館 第四代公式翻訳官に就任。40年間勤務   

昭和５８年 (1983) 青山学院大学、駒沢大学兼任講師（30年間両大学に勤務） 

平成２６年 (2014～2021) 神奈川大学外国語学部スペイン学科兼任講師  

現在に至る 

2013年 「A&H翻訳サービス」（日英独仏中スペイン語）を大学教員と結成し、 

主に日本語－スペイン語－日本語の経済産業関連の翻訳業務を行う。 

社会人に対しLINEによるスペイン語教育を実施。 

日墨関係史等を主とした論文、訳書、出版物等を発表。 

日本ラテンアメリカ学会会員 

神戸大学東京六甲クラブ案内図 

帝劇（帝国劇場）ビル地下2 階 

地下鉄（東京メトロ日比谷線・都営三田線）日比谷駅・（東京

メトロ有楽町線）有楽町駅改札口すぐ 

JR 有楽町駅 国際フォーラム口より徒歩5 分 
（図は神戸大学六甲クラブホームページより引用） 

帝劇ビル外観 

東京六甲クラブ入口 

総会後・講演会のお知らせ 

スペイン語と 

スペイン文化・歴史の魅力 

5 月 

20 日（土） 

13 時 

講師：M41 年卒 米田 博美氏 



                            

                            

                            

                           

Ｍ－ＮＥＷＳ（２） 

Ａ
５
７ 

信
原 

利
行 

2022 年（令和4 年）2 月 第64 号 

広報担当より：寄稿していただいた原稿を部分的に、意図する内容が変化しない範囲で変更させていただくことがあります。何分ご了承ください。 

桂 

米
左
氏 

東
京
公
演
の
お
知
ら
せ 

都
島
ク
ラ
ブ
事
務
局
よ
り 

桂
米
左
氏 

東
京
公
演
を
左
記
の
要
項
で
開

催
し
ま
す
。
お
江
戸
日
本
橋
亭
は
椅
子
席
で
、

腰
が
楽
だ
と
思
い
ま
す
の
で
多
数
の
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

開
催
日
時
： 

十
一
月
二
十
六
日
（日
）  

十
三
時
三
十
分
開
演 

開
催
場
所
： 

お
江
戸
日
本
橋
亭 

（東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
三‐

一-

六 
 

日
本
橋
永
谷
ビ
ル
一
階
） 

料
金
：前
売
り
２
５
０
０
円
、
当
日
３
０
０
０
円 

お
申
し
込
み
・問
合
せ 

事
務
局
・馬
江
ま
で 

申
込
期
限
： 

十
一
月
十
五
日
（日
）十
七
時
迄 

Ｅ
メ
ー
ル 

： har1942um
ae@

iris.ocn.ne.jp 桂 米左氏 

（A59 卒） 

訃報 

A37 越田 勝氏   2022年6月2日 

L28 高山 翠氏   2022年7月31日 

工専25 曽原 良宜  2021年12月27日 

E18 西部 勝康    2020年8月 

 

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

皆様からの原稿をお待ちしています。 

事務局までお送りください。 

陶
芸
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

次号の M ニュースは 

令和5 年7 月の発行予定です 

青
甍
会
主
催
の
見
学
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
開
催
が
出
来
ず
に
３
年
間
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
陶
芸
会
を
左
記
の
要
項
で
開
催
し

ま
す
。
陶
芸
家
の
Ａ
４
６
年
卒
柚
木
寿
雄
氏
の
工

房
で
行
い
、
終
了
後
は
国
立
駅
周
辺
で
の
懇
親

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
他
科
の
皆
様
及
び
同

伴
者
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
多
数
の
お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

開
催
日
時
： 

九
月
九
日
（土
）  

十
三
時
三
十
分
よ
り
十
七
時 

開
催
場
所
： 

く
に
た
ち
自
游
工
房 

国
立
市
中
３―

１
１―

３
２ 

会
費
： 

４
５
０
０
円
（懇
親
会
費
別
） 

お
申
し
込
み
・ 

問
合
せ 

事
務
局
・ 

馬
江
ま
で 

申
込
期
限
： 

八
月
十
五
日
（火
）迄 

Ｅ
メ
ー
ル 

： har1942um
ae@

iris.ocn.ne.jp くにたち自游工房 

麗
し
の
島
・台
湾 

第
４
回 

Ａ
２
７ 

田
中 

瑛
也 

高
雄
か
ら
島
の
南
端
を
目
指
す
進
路
を
、
坊

山
と
い
う
小
さ
い
町
で
車
は
東
へと
向
き
を
換

え
、
南
部
横
貫
道
路
を
、
大
武
と
い
う
町
で
再

び
進
路
方
向
を
北
に
替
え
て
、
台
東
に
入
り
昼

食
后
一
路
北
上
す
る
。
午
前
に
窓
外
に
映
る
景

色
は
、
台
湾
海
峡
、
午
後
は
太
平
洋
の
広
大
な

海
原
、
心
な
し
か
海
辺
に
打
ち
寄
せ
る
波
も
、

太
平
洋
の
波
が
荒
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
陽
光

注
ぐ
大
海
を
眺
め
時
を
費
や
す
。
日
本
び
い
き

の
ガ
イ
ド
は
、
日
本
の
演
歌
、
歌
謡
曲
の
テ
ー
プ

を
か
け
、
車
内
に
流
す
。
五
木
ひ
ろ
し
、
都
は
る

み
、
八
代
亜
紀
等
、
そ
れ
ら
の
歌
手
に
つ
い
て
情

報
を
尋
ね
る
と
、
結
構
詳
し
い
。
昨
夜
の
高
雄
の

公
園
で
カ
ラ
オ
ケ
で
も
娯
楽
と
し
て
日
本
の
演

歌
が
、
持
て
囃
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
が
、
今
の

心
境
は
台
湾
旅
行
を
し
て
い
る
の
に
、
国
内
観
光

を
し
て
い
る
様
な
気
分
に
な
る
。
毎
晩
宿
泊
す

る
ホ
テ
ル
で
も
、
テ
レ
ビ
は
、
衛
星
第
一
、
第

二
、
総
合
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
選
択
肢
に
恵

ま

れ
、
加
え
て
日
本
語
が
通
じ
て
、
日
本
人
への
親

光
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
の
か
、
常
日
頃
の
親

日
感
情
の
顕
れ
な
の
か
。
ど
う
も
親
日
感
情
は 

持
ち
合
わ
せ
、
商
売
に
勤
し
ん
で
い
る
様
に

思
え
る
。
過
ぎ
去
っ
た
台
東
の
町
は
、
活
気

が
な
く
台
湾
島
は
西
部
の
平
野
に
都
邑
が

並
び
、
人
口
も
多
く
民
力
に
も
偏
り
が
生

じ
る
の
は
歴
然
と
示
す
。
台
東
か
ら
花
蓮

ま
で
右
手
に
太
平
洋
、
左
手
に
標
高
３
０
０

０
ｍ
の
山
脈
、
最
高
嶺
玉
山
は
３
９
５
２
ｍ
、

新
高
山
の
別
名
で
知
ら
れ
る
。
第
二
次
世

界
大
戦
で
１
９
４
１
年
１
２
月
８
日
の
日
米

開
戦
を
知
ら
せ
る「
新
高
山
登
れ
」の
暗
号

電
文
が
こ
の
山
の
名
を
世
に
広
め
た
。
中

央
山
脈
と
呼
ば
れ
延
長
１
９
９
ｋ
ｍ
に
及
ぶ

こ
れ
ら
の
山
脈
に
沿
っ
て
花
東
縦
谷
が
南

北
に
走
る
。
こ
れ
ら
の
山
々
の
な
か
で
も

阿
里
山
は
人
々
の
最
も
人
気
の
あ
る
山
で

あ
り
、
ご
来
光
を
拝
む
為
の
登
山
客
で
年

中
を
通
じ
て
賑
わ
う
。
あ
い
に
く
午
後
か

ら
雲
が
低
く
垂
れ
て
山
々
の
峰
への
視
界
を

遮
る
。 

池
上 

 

午
後
の
行
程
で
最
初
に
下
車
し
た

池
上
は
、
日
本
統
治
時
代
に
、
肥
え
た
大

地
、
良
質
の
水
、
と
米
の
産
出
に
適
し
た
自

然
環
境
を
利
し
て
、
政
府
が
米
の
品
質
改

良
に
研
鑽
を
重
ね
て
、
美
味
な
日
本
米
を

産
出
す
る
様
に
な
っ
た
。
台
湾
の
市
内
で
の

コ
ン
ビ
ニ
で
お
に
ぎ
り
が
売
ら
れ
て
い
る
の

を
、
見
か
け
た
が
こ
の
池
上
産
の
米
で
造
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
米
を
販

売
し
て
い
る
産
業
振
興
館
で
小
休
止
す

る
。  

 
 

 
 

 
 

 

※
次
号
へ続
く 

●
花
東
海
岸
か
ら
太
魯
閣 

今回は発送重量の関係で M ニュースが 

A4・2 面になりましたことをお詫び申し上げます。 


